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あ
る
。

　

「
再
生
医
療
の
研
究
成
果

か
ら
派
生
し
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来

培
養
上
清
液
は
、
ス
キ
ン
ケ

ア
や
ヘ
ア
ケ
ア
と
い
っ
た
美

容
領
域
の
み
な
ら
ず
、
深
刻

な
『
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
』

を
抱
え
る

層
へ
の
ソ

リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
と
し

て
期
待
が

高
ま
っ
て

い
る
。
こ

の
素
材
に

は
、
細
胞

間
の
情
報
伝
達
を
担
う
多
様

な
タ
ン
パ
ク
質
や
エ
ク
ソ
ソ

ー
ム
が
含
ま
れ
て
お
り
、
肌

や
頭
皮
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
多
角
的
に
整
え
る
こ
と
が

可
能
だ
」（
加
賀
谷
氏
）

　

単
一
成
分
の
効
果
に
依
拠

す
る
の
で
は
な
く
、
生
体
が

本
来
持
つ
環
境
や
バ
ラ
ン
ス

を
補
完
す
る
設
計
思
想
は
、

加
齢
に
伴
う
変
化
や
慢
性
的

な
肌
の
悩
み
に
直
面
す
る
消

費
者
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
高
付
加
価
値
製
品
に
お
い

て
、
極
め
て
高
い
親
和
性
を

発
揮
し
て
い
る
。

　

同
社
の
開
発
実
績
は
多
岐

に
わ
た
り
、
頭
皮
環
境
の
改

善
を
目
的
と
し
た
ス
カ
ル
プ

ケ
ア
製
品
や
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

専
売
の
ラ
グ
ジ

ュ
ア
リ
ー
な
フ

ェ
イ
シ
ャ
ル
美

容
液
な
ど
、
専

門
性
の
高
い
領

域
で
着
実
な
成

果
を
上
げ
て
い

る
。

　

特
に
、
肌
と

毛
髪
の
双
方
に

ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
る
素
材
の
特

性
を
活
か
し
た

ま
つ
毛
・
目
元

用
美
容
液
は
、

エ
イ
ジ
ン
グ
ケ

ア
を
重
視
す
る

層
か
ら
支
持
を
集
め
る
な

ど
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
技
術
な
ら
で
は

の
多
角
的
な
商
品
設
計
が
具

現
化
さ
れ
て
い
る
。

　

医
師
監
修
の
専
売
ラ
イ
ン

や
男
性
向
け
ケ
ア
、
さ
ら
に

は
フ
ェ
ム
ケ
ア
と
い
っ
た
タ

ー
ゲ
ッ
ト
の
細
分
化
が
進
む

中
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
体
制

は
さ
ら
な
る
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
高
価
格
帯
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
や
、
美

容
機
器
と
連
動
し
た
専
用
コ

ス
メ
、
さ
ら
に
は
ペ
ッ
ト
用

ケ
ア
製
品
に
至
る
ま
で
、
そ

の
応
用
の
幅
は
広
い
。

　
「
処
方
設
計
の
み
な
ら
ず
、

薬
事
法
規
へ
の
対
応
や
販
売

時
の
説
明
設
計
ま
で
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
た
当
社
の
支
援

体
制
は
、
先
端
技
術
を
消
費

者
の
手
元
に
届
け
る
た
め
の

強
力
な
ブ
リ
ッ
ジ
役
を
担
っ

て
い
る
」（
加
賀
谷
氏
）

（６）２０２６年（令和８年）２月１６日第３４７２号

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
技
術
は
こ
れ
ま
で
、
再
生
医
療
や
創
薬
な
ど
医
療
分
野
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
が
、
近
年
は
応
用

領
域
が
化
粧
品
分
野
へ
と
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
潮
流
の
中
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来
原
料
を
実
際
の
処
方
・
商
品
と

し
て
具
現
化
す
る
化
粧
品
事
業
を
軸
に
存
在
感
を
高
め
て
い
る
の
が
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
ア
イ
ス
、
本
社
＝
東
京
都
新
宿
区
、

阪
本
欣
也
代
表
）
だ
。
同
社
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
培
養
上
清
液
を
配
合
し
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
Ｏ

Ｅ
Ｍ
共
同
開
発
を
は
じ
め
、
大
手
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
た
フ
ェ
イ
ス
マ
ス
ク
の
商
品
企
画
を
推
進
す
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ

企
業
と
の
協
業
に
よ
る
Ａ
Ｉ
処
方
技
術
の
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社
と
の
連
携
に
よ
る
再
生
医
療
技
術
と
美
容

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
融
合
、
容
器
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
た
構
想
準
備
中
の
独
自
サ
ー
ビ
ス
「
ｉ
Ｐ
Ｓ 

Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ

ｅ 

Ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ
」
に
よ
る
個
別
設
計
型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発
な
ど
、
周
辺
領
域
と
の
連
携
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
美
容
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
す
る
加
賀
谷
梨
恵
氏
（
取
締
役
／ 

Ｃ
ｅ
ｌ
ｌ 

Ｓ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ

ｒ
）
に
、
現
在
の
主
な
取
り
組
み
や
今
後
の
展
望
を
訊
い
た
。

で
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
維
持

を
意
識
し
た
処
方
に
組
み
込

み
や
す
く
、
美
容
医
療
の
現

場
で
は
、
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
や

頭
皮
ケ
ア
と
い
っ
た
施
術
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ

り
高
付
加
価
値
な
美
容
体
験

を
設
計
で
き
る
素
材
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来
で
あ
る
こ

と
は
、
原
料
の
由
来
や
培
養

プ
ロ
セ
ス
、
管
理
体
制
が
明

確
で
あ
る
と
い
う
点
で
も
重

要
だ
。
こ
れ
は
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
専
売
コ
ス
メ
や
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
化
粧
品
な
ど
、
背
景

や
ス
ト
ー
リ
ー
が
重
視
さ
れ

る
商
品
づ
く
り
に
お
い
て
、

説
得
力
の
あ
る
要
素
と
な
る
。

　

「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
は
実
際
に
こ

れ
ま
で
、
原
料
の
採
用
基
準

が
極
め
て
厳
し
い
ヘ
ア
ケ

ア
・
脱
毛
エ
ス
テ
大
手
や
上

場
企
業
と
と
も
に
、
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
コ
ス
メ
を
製
品
化
し
て

き
た
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
培
養
上
清
液

は
、
化
粧
品
と
美
容
施
術
の

両
方
で
使
わ
れ
る
可
能
性
を

持
つ
素
材
と
し
て
、
美
容
業

界
の
中
で
新
た
な
選
択
肢
に

な
り
つ
つ
あ
る
」（
加
賀
谷
氏
）

「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
培
養
上
清
液
」が

美
容
業
界
の
新
た
な
選
択
肢
に

さ
れ
て
い
る
。

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
培
養
上

清
液
は
、「
即
効
性
の
あ
る

効
果
」
を
う
た
え
る
点
で
は

な
く
、
肌
や
頭
皮
を
取
り
巻

く
環
境
に
着
目
し
た
設
計
が

可
能
に
な
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。

　

ス
キ
ン
ケ
ア
や
ベ
ー
ス
メ

ー
ク
で
は
、
日
常
使
い
の
中

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
（
人
工
多
能

性
幹
細
胞
）
は
、
皮
膚
や
血

液
な
ど
の
体
細
胞
を
も
と
に

作
製
さ
れ
る
細
胞
で
あ
り
、

再
生
医
療
や
創
薬
分
野
を
中

心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
「
何
に
で

も
変
化
で
き
る
万
能
細
胞
」

で
あ
り
、
ほ
ぼ
無
限
に
増
え

る
強
い
力
を
持
つ
。
美
容
分

野
で
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
そ
の

も
の
を
使
用
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
培
養

す
る
過
程
で
得
ら
れ
る
知
見

や
、
培
養
技
術
か
ら
生
ま
れ

る
素
材
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
。

　

そ
の
代
表
例
が
「
培
養
上

清
液
」
だ
。
培
養
上
清
液
と

は
、細
胞
を
培
養
す
る
際
に
、

細
胞
が
分
泌
し
た
成
分
を
含

む
培
養
液
の
こ
と
で
、
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
由
来
の
も
の
に
は
、

成
長
因
子
・
サ
イ
ト
カ
イ
ン
・

エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
な
ど
、
細
胞

同
士
の
情
報
伝
達
に
関
与
す

る
と
さ
れ
る
良
質
な
タ
ン
パ

ク
質
群
が
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
る
。

　

美
容
領
域
で
は
、
こ
れ
ら

を
化
粧
品
原
料
の
１
つ
と
し

て
活
用
し
、
肌
や
頭
皮
を
健

や
か
な
状
態
に
保
つ
こ
と
を

目
的
と
し
た
処
方
設
計
や
、

美
容
施
術
へ
の
応
用
が
検
討

ｉ
Ｐ
Ｓ
コ
ス
メ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
先
端
技
術
の

社
会
実
装
を
製
品
設
計
か
ら
支
援

ｉＰＳ技術を起点に地方創生へ
産学連携による社会実装を目指す
ＩＣＥ

り
下
げ
か
ら
品
質
管
理
、
市

場
訴
求
ま
で
を
一
気
通
貫
で

設
計
し
て
い
る
点
に
特
徴
が

Ｐ
Ｓ
コ
ス
メ
ブ
ラ
ン
ド
を
ゼ

ロ
か
ら
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
へ
と

導
い
た
実
績
は
、
机
上
の
空

論
で
は
な
い
「
売
れ
る
モ
ノ

づ
く
り
」
の
裏
付
け
と
な
っ

て
い
る
。

　

加
賀
谷
氏
の
存
在
は
、
製

品
の
デ
ザ
イ
ン
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
選
定
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
薬
事
法
規
の

厳
格
な
遵
守
と
、
消
費
者
の

購
買
意
欲
を
喚
起
す
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
の
双
方
か

ら
助
言
を
行
う
体
制
は
、
新

規
参
入
を
図
る
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
に
と
っ
て
強
力
な
後
ろ
盾

と
な
る
。
特
筆
す
べ
き
は
商

品
化
後
の
支
援
体
制
で
、
メ

デ
ィ
ア
向
け
説
明
会
や
医
療

ス
タ
ッ
フ
へ
の
勉
強
会
を
通

じ
て
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い

た
販
売
戦
略
ま
で
を
伴
走

し
、
製
品
を
「
作
る
」
段
階

で
終
わ
ら
せ
ず
、
市
場
で
い

か
に
語
ら
れ
、
選
ば
れ
る
か

と
い
う
出
口
戦
略
ま
で
を
一

貫
し
て
設
計
す
る
姿
勢
だ
。

　

ま
た
、
同
社
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
技

術
を
単
な
る「
高
機
能
原
料
」

と
し
て
扱
う
こ
と
に
警
鐘
を

鳴
ら
す
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
生

命
由
来
で
あ
り
、
長
期
に
わ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
貫
く
生
命
科
学
の
物
語

「
作
る
」か
ら「
語
る
」ま
で
を
一貫
支
援

　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
重
視
す
る
も
う

１
つ
の
軸
が
、
美
容
医
療
機

関
と
の
提
携
だ
。
こ
れ
ま
で

の
エ
ス
テ
や
脱
毛
サ
ロ
ン
、

ヘ
ア
サ
ロ
ン
な
ど
か
ら
さ
ら

に
発
展
し
て
登
場
し
た
ｉ
Ｐ

Ｓ
提
携
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
ｉ

Ｐ
Ｓ
技
術
を
活
か
し
た
次
世

代
の
美
容
施
術
を
体
験
で
き

る
新
し
い
場
だ
。

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来
技
術
は
、
化

粧
品
と
し
て
日
常
的
に
使
わ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
治
療
や
フ
ェ
イ

シ
ャ
ル
ケ
ア
、
頭
皮
・
頭
髪

ケ
ア
と
い
っ
た
美
容
医
療
の

現
場
に
お
い
て
、
よ
り
高
い

レ
ベ
ル
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
は
「
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
・
ド
ク
タ
ー
」
と
い

う
考
え
方
を
掲
げ
る
。
そ
れ

は
、
見
た
目
の
美
し
さ
だ
け

で
な
く
、
人
が
長
年
抱
え
て

美
容
医
療
機
関
と
の
提
携
に
よ
り

新
た
な
体
験
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

き
た
悩
み
や
違
和
感
に
向
き

合
う
、
美
容
と
美
容
医
療
を

包
括
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
起
点

と
し
て
い
る
。

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
提
携
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来
技
術
を

医
師
の
判
断
の
も
と
で
美
容

医
療
の
現
場
に
応
用
し
て
い

る
。
そ
の
対
象
は
、
肌
や
頭

皮
と
い
っ
た
外
見
領
域
に
と

ど
ま
ら
ず
、
薄
毛
や
ニ
キ

ビ
、
ア
ト
ピ
ー
傾
向
の
肌
、

さ
ら
に
は
加
齢
に
伴
う
変
化

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る
悩

み
を
抱
え
る
人
々
に
も
広
が

た
る
培
養
・
管
理
を
経
て
確

立
さ
れ
る
技
術
で
あ
る
点
に

着
目
し
、
そ
の
研
究
背
景
や

製
造
プ
ロ
セ
ス
を
含
め
て
価

値
設
計
に
組
み
込
む
。研
究
、

製
造
、
薬
事
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
分
断
せ
ず
、
生
命
科

学
と
し
て
の
科
学
的
根
拠
を

製
品
設
計
の
軸
に
据
え
る
こ

と
で
、
流
行
に
依
存
し
な
い

持
続
的
な
説
得
力
を
確
保
し

て
い
る
。
こ
の
設
計
ア
プ
ロ

ー
チ
は
、
特
に
医
療
機
関
や

専
門
家
と
連
携
し
た
ク
リ
ニ

ッ
ク
専
売
コ
ス
メ
や
、
高
付

加
価
値
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
真
価
を
発

揮
す
る
。

　

「
消
費
者
が
重
視
す
る
の

は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来
成
分
を
配

合
し
て
い
る
と
い
う
事
実
そ

の
も
の
よ
り
も
、
製
品
が
ど

の
よ
う
な
研
究
背
景
と
技
術

基
盤
の
も
と
で
開
発
さ
れ
た

か
と
い
う
点
に
あ
る
。
当
社

は
、
科
学
的
専
門
性
と
市
場

で
の
訴
求
設
計
を
統
合
し
、

細
胞
の
由
来
と
製
品
へ
の
適

用
を
厳
格
に
管
理
す
る
こ
と

で
、
個
々
人
に
最
適
化
し
た

製
品
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
当
社
Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
基
本

方
針
だ
」（
加
賀
谷
氏
）

託
製
造
の
枠

組
み
を
超
え

た
新
た
な
付

加
価
値
を
創

出
し
て
い
る
。

　

一
般
的
な

処
方
開
発
や

製
造
受
託
と

は
一
線
を
画

す
同
社
の
取

り
組
み
は
、

先
端
技
術
の

社
会
実
装
を

起
点
に
、
研

究
背
景
の
掘

　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
展
開
す
る
ｉ
Ｐ

Ｓ
コ
ス
メ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
強
み

は
、
単
な
る
製
造
受
託
の
枠

を
超
え
た「
物
語
の
構
築
力
」

と
「
販
売
現
場
へ
の
深
い
洞

察
」
に
あ
る
。

　

そ
の
事
業
の
中
核
を
担
う

の
が
、
開
発
責
任
者
の
加
賀

谷
氏
だ
。
同
氏
は
サ
イ
エ
ン

ス
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
ち
な
が
ら
、
営
業
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
広
報
の
全
域

を
統
括
し
て
き
た
異
色
の
経

歴
を
持
つ
。
自
ら
複
数
の
ｉ

取締役／ Ｃｅｌｌ Ｓｏｍｍｅｌｉｅｒ

加賀谷梨恵 氏

　

同
社
の
戦
略
の
柱
は
、
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
原
料
を
用

い
た
化
粧
品
受
託
製
造
（
Ｏ

Ｅ
Ｍ
）
事
業
だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｅ
が

手
掛
け
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来

培
養
上
清
液
を
活
用
し
た
コ

ス
メ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
は
、
従
来
の
受
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産
学
一体
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を
通
じ
て

若
き
才
能
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
の
核
に

　

英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
お
よ
び
同
大
学
院
に
て
分
子
生
物
学
を
専
攻
。修
了
後
、

英
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
大
学
医
学
部
に
て
研
究
職
に
従
事
。
米
国

５
年
間
、
英
国
10
年
間
に
わ
た
る
海
外
生
活
を
経
て
帰
国
。
外
資
系
医
療
戦
略
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
に
て
、
メ
ガ
フ
ァ
ー
マ
を
対
象
と
し
た
製
品
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

戦
略
立
案
や
海
外
法
人
設
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
。

　

そ
の
後
独
立
し
、
医
学
論
文
の
翻
訳
家
・
同
時
通
訳
と
し
て
活
動
す
る
ほ
か
、
医
療

英
語
を
指
導
す
る
英
会
話
ス
ク
ー
ル
を
起
業
。
株
式
会
社
Ｉ
Ｃ
Ｅ
・
阪
本
欣
也
代
表
と

の
出
会
い
を
契
機
に
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
活
用
し
た
コ
ス
メ
事
業
に
参
画
し
、
東
証
プ
ラ

イ
ム
上
場
医
療
グ
ル
ー
プ
に
て
６
年
間
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
コ
ス
メ
の
研
究
、
企
画
開
発
、

製
造
、
広
報
を
統
括
。
世
界
初
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
コ
ス
メ
開
発
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

２
０
２
５
年
８
月
よ
り
株
式
会
社
Ｉ
Ｃ
Ｅ
取
締
役
に
就
任
。
コ
ス
メ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
、
美
容

医
療
事
業
、
な
ら
び
に
個
人
や
動
物
に
由
来
す
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
及
び
そ
の
派
生
物
を
、

知
的
財
産
や
不
動
産
の
よ
う
に
管
理
・
運
用
す
る
世
界
初
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
ｉ

Ｃ
Ａ
Ｍ
（
ア
イ
カ
ム
、ｉ
Ｐ
Ｓ 

Ｃ
ｅ
ｌ
ｌ 

Ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｔ 

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）」

の
推
進
を
担
当
。
20
年
以
上
に
わ
た
る
医
療
・
美
容
業
界
で
の
経
験
を
持
つ
一
方
、
海

外
で
絵
画
お
よ
び
声
楽
を
学
び
、
個
展
を
開
催
す
る
な
ど
、
画
家
・
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
と

し
て
も
活
動
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
の
一
面
を
併
せ
持
つ
。

加
賀
谷
梨
恵
氏
・
経
歴

ｉ
Ｐ
Ｓ
×
未
利
用
資
源
で
新
価
値
創
造

産
学
連
携
の
共
同
研
究
が
本
格
化

さ
ら
に
人
間
の
身
体
機
能
や

感
覚
に
着
目
し
た
体
験
価
値

を
組
み
合
わ
せ
、
新
た
な
産

業
と
国
富
の
創
出
を
目
指
し

て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

北
の
拠
点
と
な
る
北
海

道
・
網
走
で
は
、
東
京
農
業

大
学 

生
物
産
業
学
部
（
オ

ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ

ン
パ
ス
）
と
の

連
携
が
進
ん
で

い
る
。

　

東
京
農
業
大

学 

生
物
産
業

学
部 

食
香
粧

化
学
科
は
、「
食

を
科
学
し
、
香

り
を
創
り
、
美

を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
」
と
い

う
、
日
本
で
唯

一
無
二
の
贅
沢
な
学
び
を
追

求
で
き
る
、ま
さ
に「
実
学
」

の
聖
地
だ
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

広
大
な
大
地
と
い
う
最
高
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
背
景
に
、
単

な
る
机
上
の
学
問
で
は
な

い
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
に

直
結
す
る
実
学
を
テ
ー
マ
に

し
て
い
る
。

　

同
学
科
の
最
大
の
強
み

は
、「
食
（
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
）」「
香

（
Ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
）」

「
化
粧
（
Ｃ
ｏ
ｓ
ｍ
ｅ
ｔ
ｉ

ｃ
ｓ
）」
と
い
う
、
人
間
の

五
感
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）

に
直
結
す
る
３
領
域
を
バ
ラ

バ
ラ
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、

相
互
の
関
連
性
を
学
べ
る
点

に
あ
る
。

　

例
え
ば
、
機
能
性
食
品
成

分
（
食
）
が
持
つ
抗
酸
化
作

用
を
、
化
粧
品
の
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
成
分
に
転
用
す

る
」
と
い
っ
た
多
角
的
な
視

点
が
身
に
つ
く
。
ま
た
、
細

胞
試
験
を
行
う
バ
イ
オ
実
験

室
か
ら
、
香
り
を
分
析
す
る

精
密
機
器
、
実
際
に
ク
リ
ー

ム
や
ロ
ー
シ
ョ
ン
を
試
作
す

る
製
剤
実
習
ま
で
、
企
業
の

研
究
職
に
近
い
環
境
で
学
生

た
ち
は
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い

る
。

　

北
海
道
の
厳
し
い
自
然
環

境
で
育
つ
植
物
は
、
生
存
の

た
め
に
強
力
な
機
能
性
成
分

を
蓄
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

化
粧
品
原
料
と
し
て
研
究
で

き
る
の
は
、
こ
の
地
に
あ
る

東
京
農
業
大
学
な
ら
で
は
の

特
権
だ
。

　

同
大
学

が
掲
げ
る

「
実
学
主

義
」
と
、

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が

持
つ
ｉ
Ｐ

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で「
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
化
粧
品
」

本
人
の
細
胞
が
起
点
の
新
コ
ス
メ
構
想

は
誰
の
細
胞
が
ど
の
研
究
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
製
品
化
さ
れ

た
の
か
を
、
一
貫
し
た
思
想

の
も
と
で
厳
格
に
紐
づ
け
て

い
る
。

　

こ
の
仕
組
み
は
、
大
量
生

産
の
延
長
線
上
に
あ
る
「
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
」
と
は
一
線
を

画
す
。
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ

れ
た
選
択
肢
か
ら
選
ぶ
の
で

は
な
く
、
そ
の
人
の
た
め
に

最
初
か
ら
仕
込
ま
れ
、
世
界

に
１
つ
だ
け
の
「
ヴ
ィ
ン
テ

ー
ジ
」
を
世
に
送
り
出
す
。

　

ｉ
Ｐ
Ｓ 

Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ

ｅ 

Ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ
に
よ
り

生
ま
れ
る
本
人
由
来
の
資
産

が
、
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

「
開
栓
」
さ
れ
、
製
品
と
し

て
具
現
化
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス

は
、
従
来
の
美
容
ビ
ジ
ネ
ス

の
枠
組
み
で
は
捉
え
き
れ
な

い
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
構
想
が
持

つ
真
の
革
新
性
は
、
そ
の
時

間
軸
の
長
さ
に
こ
そ
あ
る
。

本
人
自
身
の
生
涯
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
た
と
え
本
人
が

亡
き
後
で
あ
っ
て
も
、
ｉ
Ｐ

Ｓ 

Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｃ
ｅ

ｌ
ｌ
ａ
ｒ
に
眠
る
資
産
を
も

と
に
製
品
を
作
り
続
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
生
命
科

学
の
成
果
を
一
時
的
な
ト
レ

ン
ド
と
し
て
消
費
す
る
の
で

は
な
く
、
世
代
を
超
え
て
活

用
で
き
る
普
遍
的
な
価
値
と

し
て
製
品
化
す
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
・
コ
ス

メ
は
、美
容
の
あ
り
方
を「
消

費
」
か
ら
「
継
承
」
へ
と
変

え
る
、
新
し
い
価
値
モ
デ
ル

を
提
示
し
て
い
る
。

Ｓ
細
胞
由
来
培
養
上
清
液
の

技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
共
同

研
究
で
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域

に
存
在
す
る
未
利
用
資
源
の

高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
て

い
る
。

　

水
産
加
工
の
過
程
で
廃
棄

さ
れ
て
き
た
原
料
や
、
エ
ミ

ュ
ー
、
ア
ザ
ラ
シ
と
い
っ
た

地
域
特
有
の
動
物
資
源
、
農

産
物
の
未
利
用
部
位
な
ど

は
、
厳
し
い
自
然
環
境
を
生

き
抜
く
中
で
培
わ
れ
た
機
能

性
成
分
を
含
む
可
能
性
が
あ

る
。

　

そ
こ
に
、
成
長
因
子
や
サ

イ
ト
カ
イ
ン
、
エ
ク
ソ
ソ
ー

ム
な
ど
を
含
む
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

培
養
上
清
液
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
従
来
に
な
い
機

能
性
コ
ス
メ
や
ウ
ェ
ル
ネ
ス

製
品
の
開
発
を
進
め
る
。

　

自
然
由
来
と
い
う
だ
け
で

は
差
別
化
が
難
し
い
市
場
に

お
い
て
、
科
学
的
根
拠
を
備

え
た
素
材
設
計
を
行
う
点
が

共
同
開
発
の
狙
い
だ
。
そ
し

て
50
年
後
の
未
来
で
は
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
試
み
は
、
原

料
そ
の
も
の
が
本
人
の
細
胞

で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い

て
、決
定
的
な
差
異
を
持
つ
。

ワ
イ
ン
の
価
値
が
原
酒
の
質

だ
け
で
な
く
、
樽
の
種
類
や

熟
成
環
境
に
よ
っ
て
決
ま
る

よ
う
に
、
ｉ
ｐ
Ｓ 

Ｐ
ｒ
ｉ

ｖ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ

〜
５
年
と
い
う
比
較
的
短
い

ス
パ
ン
で
の
社
会
実
装
を
重

視
す
る
。美
容
医
療
や
育
毛
、

さ
ら
に
は
ペ
ッ
ト
の
健
康
寿

命
延
伸
と
い
っ
た
分
野
へ
の

応
用
も
視
野
に
入
れ
、
研
究

成
果
を
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
市
場
に
届
け
る
姿
勢
を

鮮
明
に
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
連
携
の
背
景
に

は
、
阪
本
代
表
の
現
場
経
験

が
あ
る
。

　

北
海
道
で
の
化
粧
品
工
場

運
営
（
15
年
以
上
）
や
、
全

国
リ
ゾ
ー
ト
地
で
の
ア
ロ
マ

サ
ロ
ン
経
営
（
10
年
以
上
）

を
通
じ
、
地
域
資
源
の
可
能

性
と
も
の
づ
く
り
の
難
し
さ

の
双
方
を
熟
知
し
て
き
た
。

　

東
京
農
業
大
学
の
講
義
や

実
習
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
深
く
携
わ
っ
て
お
り
、
学

生
が
ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来
原
料
に
触

れ
、
自
ら
製
品
を
企
画
す
る

教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
人

材
育
成
と
産
業
創
出
を
同

時
に
進
め
る
試
み
で
も
あ

る
。

南
北
を
結
ぶ
ウ
ェル
ネ
ス
軸
が

地
方
創
生
×
産
学
連
携
の
試
金
石
に

　

一
方
、
南
の
拠
点
と
な
る

沖
縄
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
医

療
、
食
を
融
合
さ
せ
た
ウ
ェ

ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
構
想
が

進
む
。

　

沖
縄
本
島
東
海
岸
の
一
角

に
位
置
す
る
エ
リ
ア
で
は
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
キ

ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
る
施
設
群

と
、
医
療
モ
ー
ル
や
天
然
温

泉
を
併
設
し
た
滞
在
型
施
設

を
組
み
合
わ
せ
、
ア
ス
リ
ー

ト
や
一
般
利
用
者
に
向
け
た

総
合
的
な
リ
カ
バ
リ
ー
環
境

を
整
備
し
て
い
る
。

　

人
間
ド
ッ
ク
や
メ
デ
ィ
カ

ル
チ
ェ
ッ
ク
に
基
づ
く
運

動
・
食
事
指
導
を
滞
在
中
に

行
う
な
ど
、
医
療
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
践
例
と
し
て
も
注
目

さ
れ
る
。

　

食
の
分
野
で
も
、
地
元
食

材
を
用
い
た
高
付
加
価
値
レ

ス
ト
ラ
ン
を
核
に
、
生
産
者

と
の
連
携
に
よ
る
地
域
経
済

の
循
環
を
図
る
。

　

健
康
と
美
食
を
両
立
さ
せ

る
体
験
設
計
は
、
観
光
消
費

に
と
ど
ま
ら
な
い
価
値
創
出

を
狙
っ
た
も
の
だ
。

　

北
の
網
走
で
進
む
「
科
学

に
よ
る
再
生
」
と
、
南
の
沖

縄
で
展
開
さ
れ
る
「
身
体
感

覚
の
再
生
」。
両
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
共
通
す
る
の
は
、
既

存
の
価
値
を
再
定
義
し
、
未

利
用
資
源
や
通
過
点
だ
っ
た

地
域
を
、
新
し
い
活
用
の
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と

す
る
姿
勢
だ
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
挑
戦
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
が
、
地
方
創
生

と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
産
業
の
融
合

に
お
け
る
１
つ
の
試
金
石
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

　

最
後
に
、加
賀
谷
氏
は「
自

分
自
身
、
が
ん
領
域
に
お
い

て
細
胞
培
養
を
行
う
研
究
者

と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。
そ
の
中
で
、
科
学

技
術
や
知
識
を
、
目
に
見
え

る
形
で
『
今
』
社
会
に
還
元

し
た
い
と
い
う
想
い
が
強
ま

り
、
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
へ

と
軸
足
を
移
し
た
。医
薬
品
、

健
康
食
品
、
化
粧
品
、
美
容

医
療
と
領
域
を
横
断
す
る
中

で
、
最
終
的
に
辿
り
着
い
た

の
が
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
美
容
だ

っ
た
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
技
術
と

再
生
医
療
の
可
能
性
を
深
く

理
解
す
る
立
場
と
し
て
、
世

界
中
の
人
々
が
健
康
寿
命
を

最
大
化
し
て
生
き
ら
れ
る
未

来
を
目
指
し
、
本
事
業
を
Ｉ

Ｃ
Ｅ
で
推
進
し
て
い
く
」
と

今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　

産
学
一
体
の
研
究
開
発
を

主
導
す
る
の
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の

加
賀
谷
氏
だ
。

　

英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
大
学
院
や
イ
ン
ペ
リ
ア

ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン

医
学
部
で
分
子
生
物
学
を
学

ん
だ
加
賀
谷
氏
は
、
長
期
的

な
基
礎
研
究
で
は
な
く
、
３

て
こ
な
か
っ
た
資
源
を
、
世

界
市
場
向
け
の
高
付
加
価
値

製
品
へ
と
転
換
す
る
モ
デ
ル

は
、
環
境
配
慮
と
経
済
合
理

性
を
両
立
さ
せ
る
地
方
創
生

の
一
例
と
な
り
得
る
。

く
、
２
〜
５
年
後
の
短
中
期

的
な
実
用
化
を
見
据
え
、
美

容
・
健
康
か
ら
地
方
創
生
へ

と
つ
な
が
る
、
リ
ア
ル
な
社

会
実
装
を
目
指
し
て
い
る
。

　

地
域
で
価
値
が
見
出
さ
れ

っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
領
域
に
お
い

て
、ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来
技
術
は「
治

療
そ
の
も
の
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
は
な
く
、
医
師
が

施
術
設
計
を
行
う
際
の
１
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
体
調
や

状
態
、
生
活
背
景
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
自
由
診
療
な
ら

で
は
の
柔
軟
な
選
択
肢
と
し

て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
が

特
徴
だ
。

　

例
え
ば
、
頭
皮
や
頭
髪
の

悩
み
に
対
し
て
は
、
ス
キ
ン

ケ
ア
や
ヘ
ア
ケ
ア
を
前
提
と

し
た
上
で
、
そ
れ
だ
け
で
は

得
ら
れ
に
く
い
実
感
を
求
め

る
層
に
向
け
た
施
術
設
計
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
肌
ト
ラ
ブ
ル
に
悩

む
人
に
対
し
て
は
、
日
常
の

化
粧
品
で
の
ケ
ア
と
並
行
し

て
、
美
容
医
療
的
な
視
点
か

ら
状
態
を
整
え
る
こ
と
を
目

指
す
ア
プ
ロ
ー
チ
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　

「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
は
、
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
は
隠
す
も
の
だ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
医
師
と

と
も
に
向
き
合
い
、
選
択
肢

を
増
や
し
て
い
く
対
象
だ
と

捉
え
て
い
る
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
提
携

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
そ
の
考
え

方
を
具
体
化
す
る
場
だ
。
美

容
医
療
の
現
場
で
得
ら
れ
た

知
見
を
製
品
開
発
や
日
常
ケ

ア
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、

医
療
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
分
断

し
な
い
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
起

点
に
、
美
容
医
療
と
製
品
の

関
係
を
再
構
築
し
て
い
く
」

（
加
賀
谷
氏
）

　

日
本
の
地
方
創
生
は
、
長

ら
く
掛
け
声
倒
れ
と
の
批
判

を
受
け
て
き
た
。
特
産
品
開

発
や
観
光
誘
致
と
い
っ
た
施

策
は
数
多
く
打
ち
出
さ
れ
た

も
の
の
、
持
続
的
な
産
業
創

出
に
結
び
つ
い
た
例
は
限
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で

は
本
社
の
あ
る
東
京
・
新
宿

を
起
点
に
、
北
海
道
・
網
走

と
沖
縄
と
い
う
日
本
の
北
と

南
の
極
地
を
結
ぶ
、
地
方
創

生
と
産
学
連
携
を
融
合
し
た

新
た
な
ウ
ェ
ル
ネ
ス
産
業
モ

デ
ル
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

　

同
社
が
今
回
描
く
構
想

は
、
単
な
る
「
ご
当
地
ビ
ジ

ネ
ス
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
最

先
端
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
と
地
域
の
未
利
用
資
源
、

　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
美
容
医
療
機
関

と
連
携
し
て
展
開
を
準
備
す

る
「
ｉ
Ｐ
Ｓ 

Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ

ｔ
ｅ 

Ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ
」
サ

ー
ビ
ス
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を

預
か
る
機
能
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
本
人
由
来
の
価
値
を
時

間
軸
で
管
理
・
熟
成
さ
せ
、

最
適
な
形
で
製
品
化
す
る
た

め
の
基
盤
と
し
て
設
計
さ
れ

て
い
る
。
い
わ
ば
、
生
命
価

値
を
長
期
的
に
活
用
す
る
た

め
の
管
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
だ
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
同
社
が

打
ち
出
す「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

ヴ
ィ
ン
テ

ー
ジ
・
コ

ス
メ
」
と

い
う
概
念

だ
。

　

こ
れ
ま

で
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ

ド
コ
ス
メ

は
、
既
存

の
処
方
を

ベ
ー
ス
に

香
り
や
テ

ク
ス
チ
ャ

ー
を
調
整

す
る
、
い

わ
ば
「
セ

ミ
オ
ー
ダ

ー
」
の
範

疇
を
出
る
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